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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和2年7月30日(2020.7.30)

【公開番号】特開2019-64036(P2019-64036A)
【公開日】平成31年4月25日(2019.4.25)
【年通号数】公開・登録公報2019-016
【出願番号】特願2017-189281(P2017-189281)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  45/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ 105/04     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ 105/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ   45/00     　　　　
   Ｂ２９Ｋ  105:04     　　　　
   Ｂ２９Ｋ  105:16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月17日(2020.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性樹脂を含有する樹脂組成物を射出発泡成形する工程を有し、
　前記樹脂組成物が、無機フィラーを全樹脂組成物中２０質量％以上含有し、
　前記射出発泡成形する工程において、前記樹脂組成物に、圧力が１ＭＰａ以上１０ＭＰ
ａ以下の気体を、前記射出発泡成形する工程で得られる発泡成形品の、金型寸法から算出
される基準重量に対する重量減少率が３％以上１２％以下となる量で接触させる、発泡成
形品の製造方法。
【請求項２】
　前記樹脂組成物の溶融粘度が１００Ｐａ・ｓ以上６００Ｐａ・ｓ以下である、請求項１
に記載の発泡成形品の製造方法。
【請求項３】
　前記樹脂組成物が、熱可塑性エラストマーを熱可塑性樹脂１００質量部に対して１質量
部以上５０質量部以下含む、請求項１又は２に記載の発泡成形品の製造方法。
【請求項４】
　前記熱可塑性樹脂が、ポリアリーレンサルファイド樹脂、ポリエチレンテレフタレート
樹脂、ポリブチレンテレフタレート樹脂から選択される少なくとも一種を含有する、請求
項１から３のいずれか一項に記載の発泡成形品の製造方法。
【請求項５】
　重量減少率が０％の基準成形品に対するＩＳＯ１７８に準拠して測定した曲げ強さの保
持率が８０％以上である発泡成形品を得る、請求項１から４のいずれか一項に記載の発泡
成形品の製造方法。
【請求項６】
　前記射出発泡成形する工程で得られた発泡成形品を１００～３５０℃で１～１２０分間
加熱処理する工程を有する、請求項１から５のいずれか一項に記載の発泡成形品の製造方
法。
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【請求項７】
　前記加熱処理する工程後の発泡成形品の表面に膨出部が形成されていない、請求項６に
記載の発泡成形品の製造方法。
【請求項８】
　配管部品用の発泡成形品を得る、請求項１から７のいずれか一項に記載の発泡成形品の
製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、以下に関する。
［１］熱可塑性樹脂を含有する樹脂組成物を射出発泡成形する工程を有し、前記樹脂組成
物が、無機フィラーを全樹脂組成物中２０質量％以上含有し、前記射出発泡成形する工程
において、前記樹脂組成物に、圧力が１ＭＰａ以上１０ＭＰａ以下の気体を、前記射出発
泡成形する工程で得られる発泡成形品の、金型寸法から算出される基準重量に対する重量
減少率が３％以上１２％以下となる量で接触させる、発泡成形品の製造方法。
［２］前記樹脂組成物の溶融粘度が１００Ｐａ・ｓ以上６００Ｐａ・ｓ以下である、［１
］に記載の発泡成形品の製造方法。
［３］前記樹脂組成物が、熱可塑性エラストマーを熱可塑性樹脂１００質量部に対して１
質量部以上５０質量部以下含む、［１］又は［２］に記載の発泡成形品の製造方法。
［４］前記熱可塑性樹脂が、ポリアリーレンサルファイド樹脂、ポリエチレンテレフタレ
ート樹脂、ポリブチレンテレフタレート樹脂から選択される少なくとも一種を含有する、
［１］から［３］のいずれかに記載の発泡成形品の製造方法。
［５］重量減少率が０％の基準成形品に対するＩＳＯ１７８に準拠して測定した曲げ強さ
の保持率が８０％以上である発泡成形品を得る、［１］から［４］のいずれかに記載の発
泡成形品の製造方法。
［６］前記射出発泡成形する工程で得られた発泡成形品を１００～３５０℃で１～１２０
分間加熱処理する工程を有する、［１］から［５］のいずれかに記載の発泡成形品の製造
方法。
［７］前記加熱処理する工程後の発泡成形品の表面に膨出部が形成されていない、［６］
に記載の発泡成形品の製造方法。
［８］配管部品用の発泡成形品を得る、［１］から［７］のいずれかに記載の発泡成形品
の製造方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
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【表１】
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